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 [ 横浜市陶芸センター ] 

平成２９年度業務報告及び収支決算 
 

 [ シンリュウ株式会社 ] 
 

＊文中の事業欄において、       ●：主催事業  ○：共催事業 

                 ＊文中の達成指標、達成状況欄において、□：定量的指標 ■：定性的指標 

 

１ 施設の概要 

施 設 名 横浜市陶芸センター 

所 在 地 横浜市中区本牧三之谷５９ー３ 

構造・規模 木造平屋建て及び登り窯１棟(別棟) 

敷地・延床面積 延床面積 396㎡、 登り窯延床面積 ６０㎡ 

開 館 日 平成５年８月 

２ 指定管理者 

法 人 名 シンリュウ 株式会社 

所 在 地 埼玉県朝霞市上内間木５１４ー２ 

代 表 者 小澤 忠 

設立年月日 平成２年４月２６日 

指 定 期 間 平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日 

 

３ 指定管理に係る業務総括 

（１） 基本的な方針の総括  

【指定管理中の使命】 

横浜市陶芸センターの使命は、横浜市における作陶活動の拠点施設として、広く市民が陶芸に親

しむ機会を提供するとともに、市民の作陶技術向上の支援を行うことにより、陶芸の普及を図るこ

とであり加えて、陶芸を通じて市民文化の振興及び文化芸術が持つ創造性を活かした魅力あるまち

づくりに寄与することであります。この使命を達成するため、以下五つの方針のもと運営を行いま

した。 

①陶芸の普及と市民の作陶技術向上を支援する。 

１日体験教室、季節のやきもの教室、親子陶芸教室、手びねり教室、電動ロクロ教室、自由作陶

教室を開講し、陶芸の普及と市民の作陶技術向上を支援する取組を進めました。 

②市民の主体的な作陶活動を支援する。 

電動ロクロ水挽き徹底教室、絵付け教室、チャレンジ教室、招待作家講座、穴窯焼成講座、還元

焼成講座、大物焼成講座を開講し、市民の主体的な作陶活動を支援しました。 

③市内の公益的作陶活動を支援する。 

陶芸指導者研修講座、随時開催される団体教室を開講し、市民の公益的作陶活動を支援するよう

努めました。 
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④陶芸と市民とを結びつける場とする。 

陶芸と市民を結びつける場として、陶芸祭での手びねり・楽焼絵付け体験、電動ロクロ体験、陶

芸センター利用者の作陶作品展の開催、ＳＮＳや各種メディアを活用した情報発信に努めました。 

⑤施設の管理及び市民の円滑な施設利用の促進。 

陶芸センターでの陶芸用小道具の無料貸出しや、作陶環境の改善、注文小道具の迅速な引き渡し、

欠席日振替制への対応など利用促進に努めました。 

 

【業務取組みの基本的な考え方】 

①利用者へのサービスを、もっと向上する。 

施設利用者からのアンケートや要望、各スタッフからの提言などを考慮しながら利用者がより使

いやすい作陶環境づくりに取り組みました。 

②陶芸知識の基地化を、もっと推進する。 

陶芸ライブラリーには毎年新図書を追加補充し、利用者、来館者を問わず利用できる貸し出し制

度を引き続き整備しました。また、新企画講座により施設利用者とスタッフが陶芸技法の知識を共

有できる様、陶芸知識及び技法の共有と伝達拡散に努めました。 

③地域にもっと開放する。 

陶芸祭での町内商店会、三溪園、横浜市緑の協会との共催企画や、開館時間中の見学者への説明、

電話やホームページからの陶芸に関する質問・相談に対応し、開かれた陶芸施設作りを推進しまし

た。 

④環境を、もっと意識する。 

本牧市民公園の中に位置し、三溪園が隣接する静かな環境の中での作陶活動をより多くの人に紹

介するために、陶芸センターの作品写真や映像をＳＮＳやホームページにアップし、新規利用者の

拡大と興味の喚起につながるように努めました。 

 

（２）29年度の業務の方針及び達成目標の総括 

【全体業務について】 

平成 29年度の陶芸センター事業運営は、平成 28年度耐震工事後の開館準備期間を 9日間設けたた

め、4月 10日からのスタートとなりました。各種講座の年間のスケジュールは多少変則的な日程でし

たが、各講座の講座日数を加減しながらスケジュールを構成しました。また、スマートフォンからの

アクセスが容易になるようサイトを更新し、フェイスブックも新たに開設しました。アンケート等に

より利用者の要望を取り入れ、使用できる粘土を新たに追加したほか、新講座に於いては磁器土を素

地として使用するチャレンジ講座も開講しました。毎年開講する招待作家講座では、現代の民芸陶器

窯元として 300年の伝統が継承されている会津本郷焼（宗像窯）窯元の宗像利浩氏を講師に迎え、盛

況のうちに終わることが出来ました。毎年開講される講座に新たな企画を取り入れ、マンネリ化する

ことなく講座を企画することが出来ました。 

①事業について 

体験型、基礎型、自主型、専門技能型、公益的作陶支援型の各教室について、各講座担当講師及び

スタッフからの改善点などの意見を取入れ、作品の安定した仕上がりとバリエーションのある器づく

りを目指すなど質の向上を図りました。新企画のチャレンジ講座では石膏型による泥漿鋳込み技法
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や、染付け（絵付け）教室では磁器素地の皿を使って野草紋様を描き還元焼成で仕上げる講座を企画

し、定員に対し 95％の応募がありました。1日体験の季節のやきもの教室は年間 3日間開講し、親子

で楽しめる簡単なタタラ型取り成形による作陶法により、誰でも参加しやすい講座となりました。年

に一度の陶芸祭は本牧市民公園、三溪園、八聖殿、近隣商店などが参加する共催企画となり、陶芸セ

ンター利用者参加のバザーなど昨年に比べ規模が拡大し、4日間での陶芸祭入場者数は 2,243人にな

りました。 

②運営の総括 

開館準備期間 9 日間とＶＯＣ空気環境調査、定期点検日、年末年始休館で 10 日が休館となり、陶

芸祭準備日 2日間を除き、年間 344日間開館し利用促進に努めました。 

貸室及び自主事業の利用者数は、今年度目標である 17,169 人は達成できませんでしたが、合わせ

て 15,475人となり前年比（11,277人）137％となり、例年の年間利用者数に近づいてきました。 

スタッフと施設利用者からの提案・要望を参考に釉掛場のスリム化と通路スペースの拡張をし、作

陶環境の改善に努めました。 

③管理の総括 

経年劣化による修繕が必要と思われる設備・備品や危険と思われる箇所を日常の見回り点検により

洗い出し、将来の改修に備えました。劣化電源スイッチ及びコンセントの交換 30 箇所、中庭雨樋の

コーキング処理、非常警報設備の電源切替えリレーの修繕を行い、蛍光灯安定器の故障によるＬＥＤ

ライトへの交換などのほか、電動ロクロ 4台のボリュームコントローラーの交換修理や３台の真空土

練機の分解修理を行いました。また、既存蛍光管の交換頻度も年々多くなってきました。 

④その他の総括 

日報、月報、業務計画書、業務報告書の作成、業務評価、その他指定管理者業務について、適切に

対応し、また、横浜市との連絡調整を密にし、個人情報の保護など、円滑な業務遂行に努めました。 

   

 

４ 業務の取組と達成状況 

（１） 事業について 

ア 陶芸の普及と市民の作陶技術向上の支援について 

[取組内容] 

●体験型教室の開

催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

①□一日体験教室を年 10 日間開

催する。目標利用者数 220人 

 □一日電動ロクロ体験教室を年

間 10日間開催する。目標利用者

数 130人 

 □季節の焼き物講座を年 3 回開

催する。目標利用者数 60人 

□親子陶芸教室を年間 17 日開

催する。目標利用者数 680人 

 

 

[実施内容] 

①■一日体験の手びねり 

絵付け体験講座を実施 

 ■１日体験電動ロクロ講

座を実施 

 

 ■季節の焼物講座を実施 

          

■親子陶芸教室の実施 

講座日程が市内の小学校

の終業式と重なった為１

日少なくなりました。  

[達成状況] 

①●一日体験教室の開催 

□手びねり 10回（126人） 

□電動ﾛｸﾛ 10回（138人） 

 

 

 □季節の焼き物講座 3 回 

（42人） 

 ●親子陶芸教室の開催 

 □開催回数 16日間 

 □利用者数 541人 
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●基礎教室の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自律型教室の開

催 

 

 

 

 

●気軽に陶芸を体

験してもらう取組 

●次世代育成の取

組 

□陶芸祭期間中、手びねり体

験、ロクロ体験、楽焼の教室を

4日開催する。目標利用者数 140

人 

□手びねり初級教室を年間 2

回、16日開催する。 

目標利用者数 330人 

□手びねり中級教室を年間 2

回、16日開催する。 

目標利用者数 380人 

□電動ロクロ初級教室を年間 2

回、14日開催する。 

目標利用者数 230人 

 

□電動ロクロ中級教室を年間 2

回、14日開催する。 

目標利用者数 200人 

 

□自由作陶教室を年間 341日開

催。目標利用者数 7,000人 

    

□第 2 自由作陶教室を年間 48

日開催。目標利用者数 1,200人 

 

□1 日体験教室や、陶芸祭で事

前予約なしの体験の場の提供 

□低学年を対象とした陶芸解

説資料の発布 

■陶芸祭期間中の陶芸体

験の実施。 

 

 

■手びねり初級教室を実

施 

 

■手びねり中級教室を実

施 

 

■電動ロクロ初級教室の

実施 

 

 

■電動ロクロ中級教室の

実施 

 

 

■自由作陶教室を開講、  

ＶＯＣ空気環境検査の為、

1日追加休業 

■第２自由作陶教室を開

講 

 

■陶芸祭期間中、電動ロク

ロ、手びねり、楽焼を開催 

■『焼物は土と石から作ら

れる』を発布 

●陶芸際期間中に体験 

 教室を 3講座開催 

 □開催回数 4回 4日 

 □利用者数 117人 

●手びねり初級教室開催 

 □開催回数 2回 16日 

 □利用者数 235人 

 ●手びねり中級教室開催 

 □開催回数 2回 16日 

 □利用者数 186人 

 ●電動ロクロ初級教室 

  の開催 

 □開催回数 2回 14日 

 □利用者数 187人 

 ●電動ロクロ中級教室  

  の開催 

 □開催回数 2回 14日 

 □利用者数 167人 

●自由作陶教室の開催 

 □開催日数 340日 

 □利用者数 6,874人 

 ●第２自由作陶教室開催 

 □開催日数 48日 

 □利用者数 852人 

□陶芸祭期間中に４日間

３講座を開催（再掲）  

□夏休み親子陶芸教室と

団体教室等参加者に 210

部発布  

 

イ 市民の主体的な作陶活動の支援について 

[取組内容] 

●専門技能習得講

座としての多く

のテーマの講座

を企画・実施 

・電動ロクロ水挽き

徹底講座 

 

[達成指標] 

□専門技能習得講座として多

くのテーマの講座を企画・実施 

□電動ロクロ水挽き徹底講座

を年２回、8日間開催 

 目標利用者数 100人  

 

 

[実施内容] 

 

 

■電動ロクロ水挽き徹底

講座の実施 

 

 

 

[達成状況] 

 

 

●電動ロクロ水挽き徹底

講座 

 □開催日数年 2回 8日間 

 □利用者数 124人 
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・絵付け教室 

 

 

・チャレンジ講座 

 

 

・還元焼成講座 

 

 

 

・大物焼成講座 

 

 

・楽焼焼成講座、サ

ヤ鉢焼成講座等 

 

 

・招待作家講座 

 

・穴窯焼成講座 

 

・三溪園共催講座 

 

・1日上絵付講座 

 

・半日染付け講座 

 

●作陶活動の成果

発表の場の提供 

 

 

●新講座・実験的講

座の開講 

 

 

 

 

 

 

□絵付け講座を年 2回 6日間 

 開催。目標利用者数 70人 

 

□チャレンジ講座を年 6回、 

24日間開催。目標利用者数 480人 

 

□還元焼成講座を随時開催 

 目標利用者数 800人 

 

 

□大物焼成講座を年 12回開催 

 目標利用者数 24人 

 

□楽焼・サヤ鉢焼成講座を年 1

回開催 

 

 

□招待作家講座を年 1回開催 

 目標利用者数 24人 

□穴窯焼成講座を開催 

 目標利用者数 60人 

○□三溪園共催講座を開催 

 目標利用者数 40人 

□１日上絵付け講座を年1回開

催 目標利用者数 16人 

□半日染付け講座を年1回開催 

 目標利用者数 10人 

□利用者の作品発表の場とし

て、陶芸祭時に作陶展を年 1回

開催する。目標出品者数 60名 

 

■季節のやきもの講座 

 

■チャレンジ講座 石膏型に

よる泥漿鋳込み講座の開講 

 

■チャレンジ講座 磁器によ

る醤油差し講座の開講 

 

■九谷和絵具での上絵付

け講座を実施 

 

■磁土、備前土、耐熱土、

萩土を使用した講座を実

施 

■貸室・自由作陶教室利用

者を対象に随時開催 

 

 

■貸室・自由作陶教室利用

者を対象に毎月２名が大

物制作 

■楽焼は陶芸祭、サヤ鉢焼

成はチャレンジ講座で実

施 

 

■会津本郷焼 宗像利浩氏

天目茶碗の挽き方講座  

■小田原市正炎窯に於い

て 129時間の薪窯焼成 

■三溪園に於いて自作の

抹茶茶碗でお茶の御点前 

■3日間の絵付け講座受講

者が受講できる上級講座 

■磁器の素地に染付けし

還元の炎で焼成 

■陶芸展の実施 

 

 

 

■ハロウィン・クリスマス 

ひな祭りを実施 

■石膏型による泥漿鋳込

み講座を実施 

 

■磁器による醤油差し講

座を実施 

 

●絵付け教室の開催 

 □開催日数年 2回 6日間 

 □利用者数 63人 

●チャレンジ講座 

□年６回 24日開催   

□利用者数 287人 

●還元焼成講座受講者  

 □利用者 707人 

（貸室 288人、自由作陶

教室 419人） 

●大物焼成講座  

 □年 12回 

 □利用者数 24人 

 ●楽焼・サヤ鉢焼成講座 

 □年１回開催 

【参考】楽焼利用者 36

人、サヤ鉢焼成 43人 

●招待作家講座  

□利用者 18人 

●穴窯焼成講座 6日間 

□利用者数 66人 

○三溪園共催講座 

□利用者数 38人 

●一日上絵付講座 

□利用者数 11人 

●染付け（半日） 

□利用者数 19人 

 ●利用者発表の場 

 □作陶展出品者 66人 

  対前年比 79％ 

 （昨年度 84人） 

●季節のやきもの講座 

□年 3回 42人（再掲） 

●泥漿鋳込み講座開催 

□開催回数 ４回４日間 

□利用者数 91 人（再掲） 

●磁器による醤油差し講

座を開催 

□開催回数 ４回４日間 
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●講師・アドバイザ

ーの推奨するチ

ャレンジ講座の

開講 

 

 

●チャレンジ講座のなかにス

タッフが推奨する技法講座を

開講 

  

 

 

 

   

 

■ルーシーリーの技法講

座の実施 

 

 

■耐熱土のコーヒードリ

ッパーセット講座の実施 

 

 

□利用者数 52人（再掲） 

●ルーシーリーの技法講

座開催 

□開催回数 ４回４日間 

□利用者数 60人（再掲） 

●耐熱土のコーヒードリ

ッパーセット講座開催 

□開催回数 ４回４日間 

□利用者数 19人（再掲） 

 

ウ 市内の公益的作陶活動に対する支援について 

[取組内容] 

①陶芸指導者対象

の研修講座の開

催 

 

 

②公益的作陶活動

に対する情報提

供等や相談対応

等、陶芸知識の

発信による基地

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③出張教室・講座

等の対応など陶

芸知識の発信に

よる基地化 

[達成指標] 

①●□小中高校や支援学校など陶

芸担当指導者のための研修講座

を年 1 回開催する。目標利用者

数 15人 

 

②●■小中高校・特別支援学校に

指導者研修講座の案内の他、作

陶活動に必要な情報や質問を聞

き取り、研修や電話相談等での

陶芸知識の発信に努める。 

 

 □学童保育を中心に年１回ダイ

レクトメールを発送し、団体教

室の案内の他陶芸センター紹介

の情報を提供し、陶芸活動の底

辺拡大を図る。 

 ■学校をはじめ作陶活動を行っ

ている団体、個人からの陶芸に

関する相談及び出張教室の要望

がある場合には積極的に対応

し、陶芸知識の基地化に努める 

③■出張教室での相談への対応 

 

 □団体教室を年 10 件以上実施

する。目標利用者数 360人 

 

[実施内容] 

①■指導者研修講座の実施 

 

 

 

 

②■指導者研修講座の受講希

望者には陶芸に関しての質

問事項を事前に提出してい

ただき、少ない開催日数内で

の効率的な研修講座が開催

できました。 

■学童保育に対し団体教室

の案内ダイレクトメールを発

送しました。 

 

 

 

■横浜国立大学附属小学校総

合学習体験会への参加・協力 

 

 

③■出張教室の相談はありま

せんでした。 

■学童クラブなど手びねり

の団体教室を実施 

 

[達成状況] 

①●指導者研修講座の開     

 催 

 □開催回数 １回 1日 

 □利用者数 16人  

 □ダイレクトメール 

 514通発送 

②■午前の講座は講義と

質疑応答 

 ■午後の講座は実技 

 

 

 

□ダイレクトメール 

  221通発送 

 

 

 

□開催回数 １回 

□3年生 37名 

 

 

□出張教室相談 0件 

 

●団体教室の開催 

 □開催回数 7回 

 □利用者数 174人 
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エ 陶芸と市民及び来街者を結びつける場つくりについて 

[取組内容] 

①施設の象徴と

しての登り窯

の活用 

 

 

 

 

 

②近隣地域と連

携した取組を

おこなうため

の企画検討 

 

 

③陶芸祭で初め

て陶芸にふれ

る来場者のた

めの企画実施 

 

 

 

 

 

 

 

④施設利用促進

のための広報

活動・宣伝活

動、ホームペー

ジや紙媒体の

製作の充実 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

①■登り窯を柵外からのみの見

学用施設とし、構造・使用方法

の解説文など掲示を企画する。 

 

■登り窯を施設の象徴的扱い

とし、印刷物等で施設紹介する

際には、登り窯の写真も掲載す

る。 

②■陶芸祭に本牧市民公園・三溪

園・近隣地域商店会の出展規模

を拡大周知する企画を検討す

る。 

 

③□陶芸祭での予約なしで 

参加できる「手びねり・電動ロク

ロ・下絵付け・楽焼」体験の他、

作品展人気投票での抽選会バザ

ーなど来場者の興味を喚起す

る。 

 

 

 

 

 

 

④■スマートフオンからのアクセ

ス環境を充実させる為にテンプ

レートの改変や新規動画の投入

等を企画検討する。 

 

  

 

■全ての講座について募集チラシ

を作成、館内にて発布する。 

 □陶芸祭チラシを年１回作成

し、新聞折込広告、ＤＭなどで

活用する。 

[実施内容] 

①■登り窯の構造断面図を掲     

 示 

 

 

■今年度も引き続きホーム

ページ上に登り窯の映像を

センター案内動画で紹介。 

 

②■期間中の三溪園入場割引

の協定と本牧市民公園バザ

ーヘのミニ盆栽鉢の寄贈、セ

ンター利用者が自主企画し

た陶器市の開催と地域商店

街の出店。 

③■人気投票は利用者の要望

により中止とし、箸置き他、

お茶券等をアンケート回答

者の景品として提供しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

④■スマートフォン用テンプ

レートの導入 

 

 

  

 

 

■チラシの作成・配布 

 

 ■新聞折り込みの実施 

 

 

[達成状況] 

①■登り窯の構造断面図

を掲示し、より多くの

来場者が登り窯を見学

しました。 

□案内動画再生回数 

□講座案内 1054回 

□陶磁器の出来るまで 

      1234回 

②□陶芸センターへの来

場者数 4日間 2243人 

 （再掲） 

 

 

 

③●陶芸祭関連講座（再

掲） 

 □開催回数各講座 4回 

 □手びねり体験講座 

 □利用者数 48人 

 □電動ロクロ体験講座 

 □利用者数 33人 

 □楽焼き体験講座 

 □利用者数 36人 

 ○三渓園入場割引企画 

 □利用者数 38人 

④■ホームページをスマ

ートフォン対応に更新

したことにより、アク

セス環境のクレームが

無くなった 

 

 

■すべての講座・貸室

のチラシを発布 

□陶芸祭のチラシを新

聞折込みで４万部発布 
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⑤一般見学者へ

の質問対応や、

陶芸ライブラ

リー、映像等に

よる詳細な情

報、電話やホー

ムページをつ

うじての相談

等の情報発信 

 ■市の刊行物、フリーペーパー、

一般紙誌、新聞イベント情報、

陶芸誌などへの情報提供、記事

掲載を推進する。 

 

 

□ホームページの年度更新の他、

新着情報を月 1 回以上更新す

る。 

■利用者に支障のないよう「一般

見学者の団体」も受け入れ、陶

芸に関する質問に積極的に対応

し、映像・陶芸ライブラリーに

よる情報の発信を行う。 

 

 

 

 

 

 

■電話や、お問い合わせフォーム

で陶芸全般に関する質問に答え

対応する。 

■新聞記事の掲出と折り込

みチラシの実施 

 

 

 

 

■ホームページの更新 

 

 

■市内や他都市の陶芸サー

クルや同好会などの団体見

学がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市内個人陶芸家より窯業

機械・釉薬等のリサイクル 

 及び廃棄手順の相談 

■学生から貸窯と焼成方法

の相談 

□神奈川新聞に親子陶

芸教室の記事を掲載

し、リニューアルオー

プンと親子陶芸教室の

チラシを８万枚新聞折

込みで発布 

□新着情報 

 月２回以上更新 

 

□団体見学 

 ４件 26名 

□陶芸ライブラリー 

貸出利用数 66名 106冊 

□図書の補充 

新書 10冊、寄贈 39冊 

図書は、貸出利用だけ

でなく、作陶活動の参

考にする為、施設内で

利用者に閲覧されてい

ます。 

□1日平均閲覧者数5名 

□陶芸に関しての相談 

□電気炉取扱 2件 

□材料廃棄  1件 

□陶芸工房開設 1件 

 

オ 陶芸センターに関する情報提供及び広報・プロモーション 

[取組内容] 

①Webサイトによ

る施設案内 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

[達成指標] 

①■ホームページ以外にヨコハ

マアートナビ、横浜カレンダー

などのＷｅｂサイトに講座ス

ケジュールを載せてもらうほ

か、陶芸関係サイトにリンクを

積極的に貼れるよう調整する。 

 

 ■ホームページ上のギャラリ

ーを充実させ、陶芸祭人気作

品、招待作家講座の画像をアッ

プする。 

[実施内容] 

①■今年度は新たにフェイ

スブックを開設し、毎月の

更新によりフォロアー数

が増加しました。また、習

い事サイト等にもリンク

が貼られました。 

 

 ■穴窯焼成講座と陶芸

祭・招待作家講座映像を

DVD化。 

 

[達成状況] 

①□フェイスブックによる

フォロワー数 68人 

 □陶芸関係リンクサイト 

 日本の学校と習い事 

 陶芸広場・ 

 シンリュウホームページ 

 陶芸ネットコム 4件 

■施設・一日体験講座を

YouTube にアップして

毎年再生回数が増加し

ています。 
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②陶芸関係サイ

ト等を活用し

た広報 

 

 

 

③陶芸センター

の知名度アッ

プ 

 

 

④外国の方向け

の情報発信方

法の検討 

②■陶芸ネットコムなどの関連

サイトのほか、無料の全国規模

の習い事サイトなどにも情報

を提供する。 

 

 

③■陶芸祭・横浜アマチュア陶芸

展を通して近隣地区・全国に向

けて知名度を上げる。 

 ■メディアの取材・撮影には積

極的に対応する。 

④■日本に在留されていて、作陶

を希望される外国の方のため

に、1 日体験や他の講座受付の

為の英語版のチラシや、パンフ

レットをセンター内に常設す

る。 

 ■作陶経験のある外国人を対

象に、英語で受講できる自由作

陶教室があることをお知らせ

する。 

②■情報提供の実施 

 

 

 

 

 

③■横浜アマチュア陶芸展

は、次年度開催予定。 

 

 ■メディアの取材はあり

ませんでした。 

④■英語版チラシ・パンフレ

ットの作成 

 

 

 

 

 ■英語版チラシの作成 

■陶芸ネット（11月） 

■日本の学校習い事スク

ールモバイル版（4月） 

■エキテン（5月） 

■Ｅショップスローカル

（6月） 

③■毎年の陶芸祭を通して

近隣地域への知名度を上

げました。 

■メディア取材はなし。 

 

④□1 日体験英語版は３ヶ

月ごとに更新、貸室・自

由作陶教室英語版は年 1

回更新 

 

 

□４人が自由作陶教室を

受講、1人が貸室に在籍 

 

 

 

（２）施設運営について 

ア 作陶活動のための施設の提供について 

[取組内容] 

①適切な施設開

館及び施設の

貸出 

 

 

 

 

 

 

 

②公園条例に基

づいた利用料

金の徴収 

 

[達成指標] 

①□開館について 

開館日数 345日 

開館時間 9時～17時 

□休館日 20 日（休館日：清掃・

空調機点検 2日、電気点検 1日、

年末年始 6 日、耐震工事 9 日、

陶芸祭準備２日） 

■開館時間、休館日については、

館内掲示やホームページ等で周

知を図る。 

②□利用料金について 

 午前 午後 一日 

陶芸成形室 500円 500円 1000円 

 

[実施内容] 

①□344日間開館しました。 

 VOC 検査で１日緊急休館、

清掃・空調機点検 2日間、

電気点検 1日間、年末年始

６日間、耐震工事によるセ

ンター再開準備期間で９

日間、陶芸祭準備で２日間

休館しました。 

 

 

②計画通り実行し、適切な料 

 金設定と徴収を行いまし 

 た。 

 

[達成状況] 

①□開館日数 344日 

 □休館日  21日 

 

 

 

 

 

■館内掲示やホームペー

ジで周知 

 

②□貸室利用料金 

 午前・午後 各５００円 

 一日 １０００円 
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③各種講座・新

規利用者・貸

室の利用率増

加のための工

夫 

 

□焼成料(酸化焼成)は、焼成す

る前の粘土 100ｇまでごとに

100円    

③□貸室稼働率 99％（利用日数 341

日/開館日数 345日） 

□貸室目標利用者数 5,400人 

□貸室目標利用料収入（酸化焼

成料含む 4,200,000円 

 

 

 

③□耐震工事後の開館準備

日 9日間とＶＯＣ空気環境

検査の 1日休館のため利用

者数が目標を下回りまし

た。 

 

 □酸化焼成料 

 １００ｇごとに１００円 

 

③□利用料状況等について  

（稼動率は、日にち単位） 

 ・貸室 

  利用日数 340日 

  開館日数 344日 

  稼働率  99％ 

  延利用者数 5,194人 

 □貸室利用料収入 

 （酸化焼成料含む） 

  4,220,900円 

 

イ 利用者ニーズの把握及び利用者さー尾部の向上、アイディアノウハウの一層の活用 

[取組内容] 

①アンケートを

活用した利用

者サービスと

利用促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②利用者への配

慮をしながら

可能な限りの

施設見学の受

入れ 

③施設スペース

の有効利用方

[達成指標] 

①■すべての講座の利用者に対し

アンケートを実施し、満足度及び

利用者ニーズ等を把握し、今後の

運営に反映させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②■利用者に支障のないよう一般

見学者の団体も受け入れる。 

 

 ■穴窯焼成講座の団体見学の受

入れ 

③■講座教室内のレイアウト変更

に伴う作陶スペースの拡張と釉

[実施内容] 

①■利用者アンケートによ

る利用者の声や、講師・ア

ドバイザー・助手からの報

告書などから要望を把握

し、新規の講座企画や、新

粘土と貸し出し小道具の

入替、防寒対策のためのヤ

スリ掛けスペースや、釉薬

掛場の改造などサービス

向上に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

②■利用者の妨げにならな

いよう配慮し、積極的に対

応しました。 

 ■穴窯焼成講座の団体見

学の受入れの実施 

③■講座教室レイアウト変

更の実施 

[達成状況] 

①■鋳込み型の講座を実施 

 ■Ｎ白信楽土に交換 

 □経年劣化した貸出用陶

芸小道具等を 30 組交

換 

 ■ヤスリ掛けスペース 

  釉薬スペースの改造 

□すべての講座について

のアンケート調査実施 

（回収数、 320通） 

 ・教室内容満足度 97％ 

（満足 89％やや満足 8％） 

 ・建物設備満足度 93％ 

（満足 80％やや満足 13％） 

 ・スタッフ満足度 97％ 

（満足 89％やや満足 8％） 

②□団体見学４団体 26名 

       （再掲載） 

□一般見学者 1541名 

□穴窯火入れ、窯出し 

 見学者 12名 

③■釉薬掛場とワゴンの改

良 
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法等の検討 薬掛けスペースの改善 

 ■不良在庫等の廃棄による保管

スペースの確保。 

  

 

 

 ■不良在庫等の廃棄の実   

 施 

 ■貸室作品棚の改造 

 ■粘土収納室の不良在庫

廃棄と整理整頓 

 ■講師控え室の整理整頓 

 ■プロパン庫内整理整頓 

 ウ 組織的な施設運営について 

[取組内容] 

①適切な運営組織

体制と人材の配

置（毎日 2 名以

上の勤務体制） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②適切かつ効果的

な勤務体制の確

立 

[達成指標] 

①□人材の配置について 

項目 人数 備考 

センター長 1人 全体総括 

所長 1人 事業・運営・管理業務責

任者  個人情報管理

責任者兼務 

副所長 1人 一部講師・貸室アドバイ

ザー兼務 

事務員 3人 ローテーション勤務 

講師 9人 ローテーション勤務 

貸室アドバイ

ザー、助手 

7人 一部講師、助手兼務、ロ

ーテーション勤務 

②□勤務体制について 

 センター長は月 3 日その他随時

必要時、所長は週 4～5日、副所

長は 5 日出勤。各講座指導部門

では、講師、貸室アドバイザー、

助手をローテーション勤務と

し、講座運営に支障のないよう

にする。事務部門では、毎日 2

人以上のローテーション勤務体

制とする。  

■職務分担表の作成、徹底によ

り、効率的な業務遂行を行う。 

[実施内容] 

①□計画どおり実行し、適切な

人員配置と組織的な施設運

営を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②□計画どおり実行し、副所長

は 5日（内週 1日はアドバイ

ザー、講座担当は年 4日間勤

務）出勤とした。 

 

 

 

 

 

 

 ■一週間ごとの焼成スケジ

ュール、一ヶ月ごとの勤務ス

ケジュールの作成 

[達成状況] 

①■適切な人員配置と施

設運営。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②■職務分担に沿って、

適切な職務遂行を達成

しました。 

  

 

 

 

 

 

 

■実施 

 

エ 個人情報保護等、本市の重要政策を踏まえた取組 

[取組内容] 

①個人情報保護・

情報公開、人権

尊重、環境への

配慮、市内中小

[達成指標] 

①■法令、条例及び規則を遵守し、

利用者の個人情報の取り扱いを

適正に行い、事故のないように

努める。 

[実施内容] 

①■計画通り、法令の遵守と 

 個人情報保護への取り組 

 みを行いました。 

  

[達成状況] 

①■個人情報施錠管理及び 

パスワード管理の実施 
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企業優先発注等

の取組の実施 

■マイナンバー利用者の個人情

報漏えい防止の為、組織的・人

的・物理的・技術的安全管理処

置を講じる 

■情報公開規程にのっとり、情

報開示請求等に対し、適切に対

応する。 

■人権の尊重について、職員に

対し人権に関する研修を年１回

実施する。 

■横浜市の障害者差別解消法の

指針に従い差別解消を推進す

る。 

■近隣対策の実行について、管

理・運営上の近隣への迷惑行為

には充分留意し、対策を講じる。 

■横浜市中小企業振興基本条

例に基づき、物品、修繕などの

優先発注に努める。 

■マイナンバーを本社総

務部での一括管理によ

り、安全管理処置を講じ

ました。 

■情報開示請求等はあり

ませんでした。 

 

■人権研修を実施しまし

た。 

 

■障害者差別解消法の研

修を実施しました。 

 

■近隣への配慮を行い、

適宜、本牧市民公園との

連絡調整を行いました。 

■可能な物品、修繕案件

については、優先発注に

努めました。 

■マイナンバーマニュア

ル研修及び本社での施錠

管理の実施 

 

□対応案件 ０件 

 

 

□年 1回実施 

 

 

□年１回実施 

 

 

■随時実施 

 

 

■随時実施 

   

 

（３）施設管理について 

ア 施設及び設備の維持保全及び管理、公園管理 

[取組内容] 

①施設の安全・安

心・快適環境維

持と長寿命化対

応の実施 

 

 

 

 

 

②保守点検、備品

管理、環境維持

の実施 

 

 

 

 

[達成指標] 

①□毎日の清掃業務と年 2 回の定

期清掃を行う。 

 ■管理標準チェックリストによ

る記録と快適環境維持 

 ■施設設備の日常点検と早めの

自前小破修繕による高額修繕費

支出の回避。 

 

 

②□空調機器定期点検を年 2 回行

う。 

 ■給排水設備点検を随時行う。 

 

 ■電気設備点検を随時行う。 

 

 

[実施内容] 

①□毎日の清掃業務と定期

清掃を実施したほか、管理

標準チェックリストを活

用した毎日の見回り点検

により、施設設備等の異常

箇所の早期発見につなげ

ました。 

 

 

②■点検を確実に行い、消防

設備点検では所轄消防署

へ報告書を提出しました。 

 

 

 

 

[達成状況] 

①□毎日清掃と年 2 回の定

期清掃の実施 

□毎日の管理標準チェッ

クリストの記録 

□経年劣化によるコンセ

ント・スイッチ類の点検

交換工事 1件 

□中庭雨樋からの漏水コ

ーキング処理 1件 

②□空調機定期点検（年２

回） 

□排水枡からの泥の排出

（随時） 

□既存コンセントとスイ

ッチの点検（２回） 
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③公園の管理区域

内の環境維持、

公園管理者との

連絡調整 

 □消防設備点検を年 2回行う。 

 

 □窯業機器・機械の機能点検を

毎月、保守点検を年 1回行う。 

 

■粘土や釉薬を直接下水に流

さず、下洗い箱を設け一度沈殿

させたうえ、上水だけを流すよ

う毎日の作業として徹底する。 

□排水溝、桝の掃除を年 2回実

施し、汚泥量を記録するととも

に、適切に汚泥処理をする。 

③■建物周辺の美観維持のため、

草刈、屋根の松葉清掃等、適時

手入れをする。 

 ■本牧市民公園と工事・修繕他

による車両の出入りの連絡調整

をする。 

 

 

 

 

 

 ■排水溝及び桝の掃除と

適切な汚泥処理の実施 

 

 

■耐震工事休館のため、汚泥

の排出量が減り、年１回の

排出作業となった 

③■草刈等の実施 

 

 

■ゴミ・古紙・産廃のルー

ト回収・自動販売機飲料の

入替・電気・空調機点検・

定期清掃車両等の公園内

通行許可証の発行 

□非常警報設備の点検 

（年２回） 

□毎月の陶芸窯機能点検

と年 1 回の定期保守点検

の実施 

 □毎日の実施 

 

 

 

□排水溝・排水枡の清掃

と処理（年 1回） 

 

 □年３回実施 

  

 

■実施 

 

イ 小破修繕の着実な実行について 

[取組内容] 

①小破修繕の取組 

 

 

 

[達成指標] 

①■毎日見回り点検により、早め

の直営修繕に取り掛かり、高額

修繕に至らない様、適切な維持

管理を行う。 

 

 ■修繕用交換部品をメーカーよ

り直接購入し直営修繕による工

賃・修理費のコスト削減を図る 

 

[実施内容] 

①□チラシ架台の修理 

 □空調室内機フイルター

分解清掃 

 □真空土練機分解修理 

□グラインダー・雨樋修理 

□非常警報器バッテリー

交換と電源切替えリレー

の修理 

□灯油バーナー分解修理 

□電動ロクロの修理（3件） 

□熱センサー交換修理 

[達成状況] 

①□直営修繕 年間 22件 

 

 

 

 

□部品取寄せ直営修繕 

 年間７件 

 

ウ 事故予防及び緊急時の対応 

[取組内容] 

①事故防止体制・

防犯・緊急時の

[達成指標] 

①□事故発生に備え緊急連絡網を

整備し、横浜市へ現場対応・状

[実施内容] 

①□緊急連絡網を整備し、

AED の操作研修を実施し

[達成状況] 

①□防災訓練時に AED 操作

研修を実施（6月、2月） 
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対応・感染症対

策等衛生管理の

実施 

況を報告する。AED の操作研修

を年２回行う。 

■陶芸センターの警備業務一

覧（巡回警備・非常事態発生時

の処置等）をスタッフ全員での

共通業務として認識し行動す

る。 

 ■日常の見回り点検や、スタッ

フ、利用者からの危険箇所の指

摘を事故防止体制に活かす。 

 ■感染症対策として液体消毒石

鹸とアルコール設置による除菌

対策をし、ノロウイルス対策と

して嘔吐物処理行程をマニュア

ル化しスタッフ全員で共有す

る。 

■デング熱・ジカ熱の蚊対策と

して水溜りの除去や、野鳥の死

骸発見時における保健所と横

浜市への通報・連絡を徹底す

る。 

■施設の保安警備業務は警備会社

に委託し、24時間警備を行う。 

ました。 

 

■事務室に監視カメラを

設置。 

  

 □災害伝言ダイヤルを使

った訓練の実施（2回） 

□監視カメラ 1台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■委託警備業者による 24

時間機械警備の実施 

 

エ 防災に対する取組 

[取組内容] 

①日常の取組、危

機管理マニュア

ル の 整 備 、 防

火・防災の取組、

災害備蓄等の実

施 

[達成指標] 

①■防災に備え緊急連絡網を常備

し、緊急時は横浜市へ現場対

応・状況を報告する。 

 □スタッフ、利用者も含めた防

災避難訓練を年２回実施する。 

 

■陶芸窯の焼成について、スタ

ッフの安全教育、防火管理を徹

底する。 

□防災用品を準備、備蓄し期限

切れ食品等を年２回更新する。 

[実施内容] 

①■計画どおり、防災等への

取組を行いました。 

■避難訓練では、利用者、

スタッフ全員参加で行

い、ＡＥＤの取り扱い説

明会も行われました。 

■陶芸窯のマニュアルと

窯周辺の可燃物に対する

注意の喚起。 

■防災持出袋追加設置 

□飲料水と固形糖類を２

回更新 

□防寒用断熱シートと医

[達成状況] 

①□避難訓練を年 2回実施 

 （6月、2月） 

 ■本牧市民公園での救急

救命訓練への参加（9月） 

■防災マニュアル、緊急 

連絡網の確認、徹底 

■陶芸窯焼成の安全マニ

ュアル教育、防火管理の

徹底、１年間無事故達成 

■緊急防災持出袋設置 

□飲料水、固形食品の更

新（年 2回、1月・11月） 

□防災用品と救急用品の
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療包帯セットを追加購

入、バッテリーを１回更

新 

追加とバッテリー包帯等

更新（年１回、12月） 

 

オ その他管理に関する事項 

[取組内容] 

①廃棄物の抑制と

適正な処理 

[達成指標] 

①■使用済み粘土、削りかす粘土、

使用済釉薬は、出来るだけ再利

用するため、分別回収は倉庫に

保管し、適切に管理する。 

 ■再生を基本とし、廃棄物を最

小限に抑える努力し、再生でき

ないものは、ルート回収にて適

正に廃棄する。 

[実施内容] 

①■使用済みの粘土や釉薬

は、できる限り再生し、廃

棄物を抑制しました。 

 

■再生できないものは横

浜市のルート改修で適正

に廃棄しました。 

 

[達成状況] 

①■粘土釉薬の再生のため

分別回収を毎日徹底 

 

 

■廃棄物のルート回収に

よる適正な廃棄 

 

（４）収支について 

 ア適切な収支構造及び収支バランス 

[取組内容] 

①適切な収支構造

及び収支バラン

ス 

[達成指標] 

①■収益の改善と固定経費の改善

努力 

 

 ■陶芸材料の在庫管理と計画仕

入れの努力 

 ■突然の高額修繕に備えた、日

常点検による劣化箇所の把握 

 

 ■利用増加が見込まれる新規講

座の企画 

 

 

 

 ■四半期表による収支の予測 

[実施内容] 

①■計画通り経費削減に努

めました。光熱水費の削減

にも取り組みました。 

■在庫管理と計画仕入れ

の実施 

■日常点検の実施 

 

 

 ■参加が見込まれる講座 

■鋳込み型講座 

■招待作家講座 

■季節のやきもの講座 

■1日染付け講座 

■収支予測の実施 

[達成状況] 

①■損害保険会社の変更 

 ■陶芸小道具の一部有料  

化 

 ■毎月の在庫管理と計画

仕入れの徹底 

 ■非常警報装置のリレー

修理による全館警報シス

テム交換の回避。 

 □ 各講座利用率 

 □ﾁｬﾚﾝｼﾞ鋳込み 163％ 

 □会津本郷宗像窯 75％ 

 □ｸﾘｽﾏｽﾌﾞｰﾂ    85％ 

 □染付け講座  95％ 

□年 4回 

 

イ 指定管理料のみに依存しない収支構造の検討について 

[取組内容] 

①指定管理料のみ

に依存しない収

入確保の取組 

[達成指標] 

①■自主事業の受講者を効率的に

獲得し受講率を高めることによ

り、事業収入の増収を図る。 

 

[実施内容] 

①■アンケート調査や意

見・要望から講座や、材料

その他の設備の改良を行

いました。 

[達成状況] 

①■新釉薬・粘土の導入 

 ■新講座の開講 

 ■屋外作業場の簡易防風

壁の設営 
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■新規講座を企画検討し、利用料

増収を図る。 

 

 

 

 

■陶芸センター独自グッズの開

発、販売に向けて、実現の可能

性を探る。 

■無料提供している陶芸材料消耗

品（紙やすり）を有料にする。 

 ■新規講座を実施（季節の

焼物講座 1件、チャレンジ

講座 3件、1日染付け講座

1件） 

 

 

 ■所内において陶器製グ

ッズの企画・検討を行いま

した。 

 ■紙やすりの有料化（1枚 

各 50円） 

 □季節の焼物講座３回（42

人） 

□チャレンジ講座３回

（203人） 

□1日染付け講座１回（19

人） 

■企画・検討の実施。 

 

 

 □収入額 4,150円 

 

 

 ウ 経費削減及び効率的運営努力について 

[取組内容] 

①経費削減等効果

的運営の取組 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

①■消耗品、事務用品の節約によ

る事務経費の削減に努める。利

用者からの寄贈による古新

聞・古布等を再利用する。 

■陶芸材料の輸送コスト削減の

ため、販売元から直接引き取り

搬入し、輸送コストの削減を図

る。 

■液化燃料（灯油）は直接購入し

配送料のコスト削減を図る。 

 

■教室運営にかかわる補助的作

業や修繕について、出来る範囲

のものは職員の自前作業によ

り、経費抑制を図る。 

[実施内容] 

①■計画通り経費削減に努

めました。 

 

 

■陶芸材料とメンテナンス

用部品を直接仕入れ、経費

を削減しました。 

 

■液化燃料を配達から直接

買い入れることによる経

費の削減。 

■職員が自前で真空土練機、

灯油バ－ナ－、電動ロクロ

ロの修理をしました。 

[達成状況] 

①□事務費実績 4,872千円 

 （対予算比 73％） 

 

 

□事業費実績 15,712 千 

円（対予算比 84％） 

  

 

□年間 68,000円の削減 

 

 

■自前修繕による経費抑

制。 

 

（５）ＰＤＣＡサイクルの確実な運用 

 ア 日報及び月間事業報告書の作成・管理について 

[取組内容] 

①日報、月間事業報

告書の作成と管

理 

[達成指標] 

①■日報、月報を作成・管理す

る。 

■日常業務の中でＰＤＣＡサ

イクルを推進することによ

り、短いサイクルでの早い対

応ができるよう、努力する。 

[実施内容] 

①■計画通り、日報、月報の 

 作成と管理を行い、PDCA 

 サイクルの推進により素早

い対応をこころがけまし

た。 

[達成状況] 

①■日報、月報の作成官理 

■センター利用者のアン

ケートの集計による対

応。 
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イ 業務計画及び業務報告書の作成・管理について 

[取組内容] 

①業務計画書、業務

報告書の作成と

管理 

[達成指標] 

①■業務計画書及び業務報告書に

ついて、定められた様式に沿っ

て作成、管理を行う。 

[実施内容] 

①■計画通り、業務計画書、

業務報告書の作成と管理

を行いました。 

[達成状況] 

①■業務計画書、業務報告

書の作成と管理 

 

 

 

ウー１ 業務評価（モニタリングの実施）について 

[取組内容] 

①モニタリングの

実施による業務

評価 

[達成指標] 

①■モニタリングにおいて、利

用状況、施設管理状況、問い

合わせ・苦情等、毎月の管理

運営状況について報告する。 

[実施内容] 

①■計画通り、モニタリング

の実施による業務評価を行

いました。        

[達成状況] 

①■利用状況、施設管理状

況問い合わせ・苦情等、

毎月の管理運営状況を報

告 

 

ウー２ 業務評価（自己評価の実施）について 

[取組内容] 

①自己評価の実施

による業務評価 

[達成指標] 

①■業務実績及び利用者の満足度

や意見を基に、自己評価を行い、

以降の業務改善につながるよう

努める。 

[実施内容] 

①■計画通り、自己評価の実

施による業務評価を行い

ました。 

     

[達成状況] 

①■業務実績及び利用者の

満足度や意見を基に、自己

評価を実施。 

 

ウー３ 業務評価（第三者による評価の実施）について 

[取組内容] 

①第三者評価の実

施による業務評

価 

[達成指標] 

①■業務評価にあたり、外部評価

委員会による第三者評価が実施

される場合は、横浜市の指示に

従い対処する。 

[実施内容] 

①■29年度は、評価委員の

視察がありました。 

[達成状況] 

①□評価委員の視察 ４名 

 

（６）その他について 

ア保険及び損害賠償の取り扱いについて 

[取組内容] 

①保険の加入と損

害賠償への対応 

[達成指標] 

①■賠償責任保険、動産総合保険、

レジャー・サービス費用保険に

加入し、契約書および保険証書

の写しを市に提出する。 

[実施内容] 

①■計画通り、保険の加入に

より損害賠償への備えを

整えました。 

 

[達成状況] 

①■賠償責任保険、動産総合

保険、レジャー・サービス

費用保険に加入。 

 

イ 関係法令の遵守 

[取組内容] 

①法令の遵守と個

[達成指標] 

①■法令、条例及び規則を遵守し、

[実施内容] 

①■計画通り、法令の遵守

[達成状況] 

①■法令、条例及び規則の遵
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人情報保護への

取組 

 

②マイナンバー制

度への取組 

利用者の個人情報の取扱を適正

に行い、事故のないように努め

る。 

②■マイナンバーの個人情報漏え

い防止の為、組織的・人的・物

理的・技術的安全管理処置を講

じる。 

と個人情報保護への取組

を行いました。 

 

②■マイナンバーは本社総

務課において一括して管

理しました。 

守、利用者の個人情報の適

正な取扱。 

 

②■本社でのパスワードに

よる管理。 

 

ウ 市及び関係機関等との連絡調整 

[取組内容] 

①市及び関係機関

との連絡調整 

[達成指標] 

①■月次モニタリングにて業務の

報告、確認を行うが、重要な案

件、緊急な案件については、随

時市に報告・協議し、円滑な業

務遂行を目指す。 

[実施内容] 

①■計画通り、市及び関係機

関との連絡調整を行いま

した。 

[達成状況] 

①■月次モニタリングでの

業務の報告、確認の他、随

時市に報告、協議し、円滑

な業務遂行 

 

エ その他 

[取組内容] 

①情報公開への積

極的取組 

[達成指標] 

①■情報公開規程にのっとり、情

報開示請求等に対し、適切に対

応する。 

■業務計画書、業務報告書をは

じめ、施設運営情報等をホーム

ページで公開していく。 

[実施内容] 

①■情報公開請求等はあり

ませんでした。 

 

■横浜市と陶芸センター

のサイトで実施 

[達成状況] 

①□開示請求は 0件 

 

 

■業務計画書・報告書は横

浜市のサイトで公開、施設

運営情報は陶芸センター

ホームページで公開 

 



（指定管理者が記入する様式）

収入の部 （税込、単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

18,636,000 18,636,000 18,636,000 0 横浜市より
4,200,000 4,200,000 4,220,900  20,900 貸室利用料・貸室焼成費

0 0 0
20,340,000 20,340,000 18,766,330 1,573,670 自主事業講座料・自主事業焼成費、教室・貸室粘土代

650,000 0 650,000 872,524  222,524
印刷代 4,000 4,000 5,858  1,858 コピ－代金

自動販売機手数料 136,000 136,000 122,611 13,389 自動販売機手数料

駐車場利用料収入 0 0 0
その他 510,000 510,000 744,055  234,055 陶芸祭売上・作品出品料・受取利息・陶芸材料売上・ﾙｰﾄ回集古紙収入

43,826,000 0 43,826,000 42,495,754 1,330,246
支出の部

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

13,220,000 0 13,220,000 14,244,302  1,024,302
11,570,000 11,570,000 12,476,435  906,435 社員2名・嘱託社員1名・パ－ト3名・

930,000 930,000 1,205,933  275,933 社会保険・雇用保険

700,000 700,000 533,155 166,845 通勤費

20,000 20,000 28,779  8,779 健康診断費（協会健保）

0 0 0
0 0 0

3,664,640 0 3,664,640 2,829,344 835,296
30,000 30,000 16,210 13,790 交通費

200,000 200,000 173,998 26,002 ｶﾞﾑﾃ-ﾌﾟ・紙やすり・ﾗﾐﾈ-ﾄﾌｲﾙﾑ・ﾎﾟﾘ袋・ﾚｼﾞﾛ-ﾙ・鉛筆・ﾌｧｸｽ用紙他・

50,000 50,000 181,500  131,500 全体会議賄費他

860,000 860,000 506,968 353,032 講座ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・ﾁﾗｼ・案内ﾊｶﾞｷ・広告宣伝費

500,000 500,000 304,738 195,262 電話料金・ﾒ-ﾙ便・郵便料金・切手・ﾊｶﾞｷ代金・ＤＭ送料

500,330 0 500,330 606,427  106,097
横浜市への支払分 170,000 170,000 156,427 13,573 ごみゼロル－ト回収費・目的外使用料（自動販売機・小道具ｼｮ-ｹ-ｽ）

その他 330,330 330,330 450,000  119,670 穴窯使用料他

500,000 500,000 67,183 432,817 ｺﾝﾊﾟｸﾄﾘ-ﾙ・石膏型用乾燥送風機とﾊﾟｲﾌﾟﾗｯｸ・

70,000 70,000 12,960 57,040 新聞購読料・陶芸ライブラリ－用陶芸図書購入費

14,310 14,310 14,310 0 施設管理者賠償責任保健・動産総合保険・レジャ－サ－ビス費用保健

20,000 20,000 50,000  30,000 業務分担研修会

100,000 100,000 59,196 40,804 銀行支払い振り込み手数料

600,000 600,000 566,934 33,066 電動ロクロ・小型電機窯・コピ－機・印刷機リース料・月極駐車料金

220,000 220,000 268,920  48,920 ﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞﾄﾞﾒｲﾝ管理・ｻ-ﾊﾞ-使用料・会計ｿﾌﾄｻﾎﾟ-ﾄ料

0 0 0
18,750,000 0 18,750,000 15,712,107 3,037,893

0 0 0
18,750,000 18,750,000 15,712,107 3,037,893 陶芸材料仕入れ・講師・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ-・助手給与及び交通費
5,191,110 0 5,191,110 5,072,347 118,763
2,080,000 0 2,080,000 1,649,412 430,588

電気料金 1,200,000 1,200,000 1,100,078 99,922 三相・200Ｖ、単相・100Ｖ電気料金

ガス料金・灯油料金 380,000 380,000 174,114 205,886 ﾌﾟﾛﾊﾟﾝガス・灯油窯用灯油代金

水道料金 500,000 500,000 375,220 124,780 上下水道料金

2,100,000 2,100,000 2,281,186  181,186 日常清掃（毎日）・定期清掃（年２回）

180,000 180,000 264,500  84,500 蛍光灯・水道トイレ漏水・電気配線他

390,000 390,000 413,027  23,027 開館時以外常時機械警備（365日）

441,110 0 441,110 464,222  23,112
空調衛生設備保守 210,000 210,000 203,472 6,528 定期保守点検（年２回）・室内送風機洗浄他

消防設備保守 87,000 87,000 86,400 600 消防設備点検（年２回）

電気設備保守 142,600 142,600 162,324  19,724 電気炉・灯油窯他保守点検（年１回）電気設備取付・保守

害虫駆除清掃保守 1,510 1,510 6,203  4,693 スズメ蜂殺虫剤・蚊取り線香

駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 0 0 5,823  5,823 松葉清掃及び排水汚泥収納廃棄用袋他

0 0 0
2,500,250 0 2,500,250 1,302,605 1,197,645

0 0 0
2,500,000 2,500,000 1,302,600 1,197,400 消費税

0 0
250 250 5 245 受取利息からの納税分（国税・地方税・復興税）

500,000 0 500,000 740,856  240,856
0 0 120,000  120,000 本社労務管理費等経理

500,000 500,000 620,856  120,856 講師謝礼・陶芸祭用各種備品他・事務用品費

0 0
43,826,000 0 43,826,000 39,901,561 3,924,439

0 0 0 2,594,193  2,594,193

18,750,000 18,766,330
18,750,000 15,712,107

0 3,054,223

970,000 866,666 陶芸用小道具売上・自動販売機売上手数料

830,000 156,427 陶芸材料支払い分・賃借料・ゴミゼロル-ト回収費

140,000 710,239

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

ニーズ対応費
支出合計

差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

その他（　　　　　）
事務経費
本部分
当該施設分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
公租公課

設備保全費
機械警備費

清掃費
修繕費

自主事業費
管理費
光熱水費

事業費
自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

地域協力費

リース料
振込手数料

手数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

備品購入費
図書購入費

通信費
使用料及び賃借料

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

事務費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料
通勤手当
健康診断費・福利厚生

人件費
給与・賃金

収入合計

科目

自主事業収入
雑入

利用料金収入
自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入

平成29年度　「横浜市陶芸センタ－」　収支予算書及び報告書

科目

指定管理料
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